
平成２９年９月１１日（月）～平成２９年９月１７日（日）〔平成２９年第３７週〕の感染症発生状況

第３７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)手足口病 2)感染性胃腸炎 3)ＲＳウイルス感染症でした。

手足口病の定点当たり患者報告数は８．４３人と前週（７．３５人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．１４人と前週（３．７６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．１４人と前週（１．９２人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

諸外国と日本の結核罹患率

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所保健福祉センター
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結核予防週間～それって、いつもの
．．．．

風邪ですか？～

平成２９年９月２４日から９月３０日までは

結核予防週間です。

我が国では平成２８年に１７，６２５人が新

たに結核患者として登録され、１，８８９人の

方が亡くなっています。全国における結核罹患

率は年々減少していますが、欧米諸国と比較し

て未だ高い状況です。  

川崎市においても罹患率は近年減少傾向でし

たが、平成２８年は３年ぶりに増加し、全国平

均より高い状態で推移しています。

結核は、咳やくしゃみに含まれる結核菌が体

の中に入ることにより感染し、数ヶ月から数年

間の潜伏期間の後、発症することがあります。

２週間以上持続する咳等がみられる場合には、

できるだけ早く医療機関を受診しましょう。

第３７週報告数第１位

第３７週報告数第２位

□ 痰（たん）のからむ咳が２週間以上続いている

□ 微熱・身体のだるさが２週間以上続いている

上記にチェックが入る場合には結核の可能性があります。

このようなことに心当たりはありませんか？

公益財団法人結核予防会 結核研究所 疫学情報セン
ター「結核登録者情報調査年報」から引用 一部改変

全国、神奈川県、川崎市における
結核罹患率の年次推移


